
ー 傘をシェアする新しいあたりまえ ー

課題部⾨ 登録番号：10017
突然の⾬に困る⼈
旅⾏や出張先で傘を持ち帰りたくない⼈
忘れ物傘の廃棄に困っている⼈

対象者：



傘消費量世界⼀位の国「⽇本」 ビニール傘は、安価で⼿軽に購⼊することができ
ますが、簡単に壊れてしまったり、どこかに置き
忘れたり、まだ使える状態なのにもかかわらず廃
棄されているものも多く、いわゆる〝使い捨て〞
状態になっているのが現状です。
また、鉄道や警察署などに⽇々多くの傘が遺失物
として届けられる⼀⽅で、持ち主の元に返還され
る傘はごくわずか。毎年およそ⼀パーセント前後
となっており、財布やスマホなどに⽐べ返還率が
⾮常に悪いのも特徴です。
そして、ビニール傘⼀本あたりに使われるプラス
チックをＣＯ２換算すると、⼀本あたり約六九⼆
グラムのＣＯ２が排出されています。（＊２）こ
れはレジ袋やペットボトルよりも多い数字です。

⽇本の傘の消費量は年間約1億3,000万本と推
定されており、そのうち6割以上はビニール傘
である。そして、廃棄された傘の多くは適切
にリサイクルや処理されず、埋⽴てや焼却に
回されているのが現状です。
特に、ビニール傘はまだ使える状態なのにも
かかわらず廃棄されているものが多く、資源
の無駄遣いになっている。

⽇本は世界で⼀番傘を使っている
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実は国内の遺失物の31%が傘である。さらに拾得数
に対する遺失物届数の割合は、財布は107.4％、携
帯電話は165.1％に対し、傘ではわずか1.8％など、
⽇本はどこでも傘が購⼊できる⼀⽅で、傘を⼤切に
する意識が低い国です。

⽇本では、突然の⾬が降ったときなどに、コ
ンビニや駅でビニール傘を⼀度きりの使⽤⽬
的で購⼊する光景が当たり前になっている。
しかし、ビニール傘⼀本あたりに使われるプ

ラスチックをCO₂換算すると約692グラムに

達し、レジ袋やペットボトルの約7倍である。
つまり、ビニール傘を使い捨てることは、想
像以上に⼤きな環境負荷を⽣んでいる。

環境にめっぽう悪いビニール傘
そして、廃棄されている傘の多くは
処理しきれていない状態になって
いる。
特に、ビニール傘はまだ使える状
態なのにもかかわらず廃棄されて
いるものが多く、資源の無駄遣い
になっている。

レジ袋

約 7 倍！！

ペットボトル ビニール傘

692g

⽇本では、急な⾬が降った時、コンビニや駅で
ビニール傘を⼀度きりの⽬的で購⼊し使う光景
が当たり前になっている。しかし、ビニール傘
１本を作る際に使われるプラスチック量をCO₂

換算すると約692グラムに達し、レジ袋やペッ

トボトルよりも多い。つまり、ビニール傘を⼀
度きりで使い捨てることは、想像以上に⼤きな
環境負荷を⽣んでいる。



傘のあたりまえを変える

今のまま、個⼈で傘を持ち歩く仕組みだけでは環境への負担がかかり続ける！

そういえば．．．

レジ袋が有料化され、マイバッグを使うのがあたりまえになった。

傘も今までのあたりまえを変えるべきだ！

傘は“みんなでシェアする”時代へ
町に誰もが使える傘がある社会に

ビニール傘を⼀度きりの⽬的で購⼊し、使い捨てしている現状から．．．
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そこで、ユーザー同⼠で傘をシェアし合うアプリ
 

システムの⽬的

傘を持て余した⼈

持て余した傘
忘れ物の傘

＋

QRコード

パラシェアＯＫの傘置き場

パラシェアＯＫ

今すぐ傘が必要な⼈

要らなくなった傘にQRコード
を貼り特定の傘置き場に置く

傘についたQRコードを
読み取り傘を使う

使い終わったらアプリで
終了ボタンを押して置く

システムのコンセプト
①傘を使い捨てせずにみんなで使う、傘のシェアリングアプリ。
②旅⾏先などで買った不要な傘などを必要な⼈に使ってもらう。
③モチベーションを⾼める機能により、ユーザーの参加意欲を向上。

環境に優しい“傘をシェアする⽂化”への転換
 → ICTを活⽤して「傘はシェアするもの」という新しい常識を社会に広めていく。

使い捨て傘の抑制
 → 今まで捨てられていた傘を「必要としている⼈が使う」仕組みに。

使い捨て傘の抑制
 → 今まで捨てられていた傘
が「誰かのもとで⽣きる」仕
組みに

を提案

システムの効果
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今すぐ傘が必要な⼈

‧旅傘についたQRコード 
を読み取って使う

‧旅傘や傘置き場の位置を
 確認できる

傘を持て余した⼈
（旅⾏‧出張先で買った傘など）

持て余した傘

‧アプリで専⽤の傘置き場を⾒つける
‧傘置き場に⽤意されている
 QRコードシールを傘に貼る
‧アプリで「旅傘」として登録

アプリで登録

パラシェアＯＫの傘置き場

‧アプリ内のボタンを押す
 ことで返却できる

QRコードシールが⼊ったBOX    
を設置しておく

みんなで傘を旅させて、環境を守るシェアリングアプリ

システム概要

+

P5



傘のQRコードから画⾯１に移動1

「傘と旅する」ボタンを押して傘を使う
※「使⽤中」表⽰の傘は使えない2

画⾯1 画⾯2

使い終わったら「傘と別れる」ボタンを押して
画⾯2に移動する3

傘置き場の位置情報と照らし合わせて正常に傘を返せたか判断する。正常に
傘を返せたら画⾯２のようにリザルト画⾯が表⽰される。

使った旅傘の冒険譚が⾒れる

傘がたどった旅路や傘と旅をしてきた⼈々が⾒れる。視覚的に楽しめるだけで
なく、連帯感が⽣まれ、傘を⼤切に扱う⼼理効果も期待される。旅路に関して
は、傘を借りた位置と返した位置を記録し、その直線距離を算出して実現。

「傘の旅を終える」機能

旅傘の使⽤回数やユーザーの傘状態報告から判断し、ユーザー⾃⾝で傘を廃棄
してもらう。旅傘の最後を⾒送ったユーザーにはナイシェアポイント（P8で説
明）とその旅傘専⽤の称号が貰える。

機能紹介〜今すぐ傘が必要な⼈視点〜

傘を借りた位
置と返した位
置を記録し、
その直線距離
を算出ことで
実現。傘がた
どった旅路や
傘と旅をして
きた⼈々が⾒
れるように
なっている。
視覚的に楽し
めるだけでな
く、連帯感が
⽣まれ、傘を
⼤切に扱う⼼
理効果も期待
される。

P6



機能紹介〜”善意の傘”を作る機能〜

傘のQRコードから画⾯１に移動1
傘のQRコードから画⾯１に移動1

傘のQRコードから画⾯１に移動1

  傘にBOX内に⽤意してあるQRコードシールを貼る1

機能①

左 傘を⽣成すしたとき 右 ⾃分が作った傘の他⼈への貢献が⾒れる

       傘にBOX内に⽤意してあるQRコードシールを貼る1

QRコードを読み取って(画⾯３)に移動2

画⾯3 画⾯4

「旅傘誕⽣」ボタンを押して新たな”旅傘”を⽣成3

旅傘のアイコンや名前を編集可能。「旅傘誕⽣」ボタンを押して⾃分だけの
オリジナル傘を作成。

     持て余している傘の有効活⽤

買うたびに家にたまっていく傘や余っている傘を”旅傘”として寄付出来る。
QRコードを張り付けて登録するだけなので誰でも⼿軽に⾏える。

     ⾃分の旅傘の活躍をスマホで確認

作った旅傘がどのくらい使われているか、どれだけ貢献できているかを⾒て確
認できるため、達成感を得られる。

機能紹介〜傘が余っている⼈視点〜

（画⾯4）
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機能紹介〜ナイシェアポイント〜

ナイシェアポイント機能

ナイシェアポイントは、「旅傘」を⽣成したり、傘が少ない場所に返
却したりしてナイシェア(画⾯2)を貰うと貯まるポイント。
晴れの⽇の散歩ついでに傘を多い場所から少ない場所へ運ぶ⾏動も促
進し、傘が⼀つのエリアに偏るのを防ぐ。また、ナイシェアポイント
は傘を返却しないと貰えないので傘が返却されない問題も防ぐ。

パラシェアを多く利⽤したり、ランキングで活躍すると称号がもらえる。
ユーザーアイコン付近に表⽰され、活動の証としてモチベーションになる。

ランキング‧称号機能（画⾯５）

エリア別でナイシェアポイントランキングを開催。ランキング⼊りしたユー
ザーや上位のユーザーは表彰され、環境保全のモチベーションにつながる。

ナイシェアポイントの仕組み

みんなの傘を作った⼈

傘を使ってナイシェア！

傘を使ってから置いた⼈

傘が特定の場所に集まってしまう問題
傘ではアイカサ、電動キックボードではループなどのシェアリングシ
ステムで⾒られる「特定の⼀か所に集まう」という共通の問題があ
る。本システムではそれを回避するための仕組みがある。

傘が返却されない問題

また、ナイシェアポイントを集めたり特定の条件を満たすことで
「称号」が貰える。ユーザーアイコン付近に表⽰され、活動の証とし
てモチベーションになる。

⾬が⽌んだ後も無意識に傘を持ち帰ってしまうケースや、返却場所が
不便なために持ち帰ってしまうケースがある。傘を返却した際にメ
リットがあれば、返却されるのではないだろうか。

旅傘作成

10Pt

50Pt

10Pt

傘が少ないスポットに返す

10Pt

内はシステムからのナイシェアPt※

活動の証「称号」
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データ収集とビックデータの利⽤

普通の傘置き場にパラシェアＯＫ看板を設置してもらう

協⼒してくれた店はアプリ内で広告を流せる

看板にＱＲコードシールの⼊ったＢＯＸを

看板付きの簡単な傘置き場を提供してもらう

パラシェア導⼊のメリット
ユーザーがお店
の場所を確認で
きたり、広告を
出せたりする  

パラシェアの導⼊は、地域住⺠
への貢献となります。環境に配
慮した取り組みを⾏うことで、
企業のイメージアップにつなが
る可能性があります。

パラシェアを通じて、新し
い顧客層との接点が⽣まれ
る。

広告効果 広告を出せたり、ユーザーがアプリで
お店の場所を確認できたりする。

印象形成 環境保全や地域活性に協⼒する店舗と
して、好印象を与えられる

傘置き場がほしいスポットや。

店や公共機関など

廃棄コストの削減
駅などに発⽣する⼤量の忘れ物傘をパラシェアで有効
活⽤でき、廃棄コストを減らせる。また、店での忘れ
物傘も同様である。

ここに傘置き場ほしい

ここ傘少ない

需要のデータが貯まる仕組み

傘置き場の需要が⾼いエリアのビックデータが集まる。
このデータをもとに新たな傘置き場を増やしていく。

ナイシェアポイント
GET!

ビッグデータの利⽤ P9



システム構成

  提供者

パラシェア
運営

利⽤者

WebAPI
サーバー

旅傘誕⽣

バックエンド
サーバー

旅傘過去路程

Google
Maps API

旅⽴フラグ
更新

旅傘貸出

履歴参照

旅傘返却

‧傘識別番号
‧利⽤者識別番号

‧傘の情報
‧位置情報

データベース

位置情報‧
旅⽴フラグ更新

旅傘登録

読み取る

貼る、読み取る

読み取る

(kotlin)

(SQL)

地図取得
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アイカサ専⽤の傘 本来捨てられた不要な傘を活⽤

事業者主導の中央集権型 市⺠参加型の分散運⽤

導⼊コスト

⾼コスト 低コスト

使⽤する傘

運⽤形態

⾼品質で信頼性が⾼いが、導⼊コスト
が⼤きく柔軟な展開に課題がある。

普通の傘⽴てに看板やBOXをつけたも
のを設置するだけなので、初期費⽤が
低くなっている。

頑丈で持久性が⾼い専⽤の傘を作り、
使⽤している。⾵に強く壊れにくいた
め利便性が⾼い。

ユーザー同⼠が「旅傘」として寄付で
きる仕組み。耐久性は普通だが環境に
よく、リユース⽂化も促進する。

運営側がシステム全体を⼀括で管理す
る中央集権型の運⽤形態。品質やサー
ビスの安定性は⾼い⼀⽅、導⼊コスト
や設置場所の制約が⽣じやすい。

類似品⽐較

傘の流通や配置はユーザー同⼠の協⼒
とナイシェアポイントなどのインセン
ティブで調整される。低コストかつ多
様な場所での導⼊が可能。

https://www.i-kasa.com/
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将来の展望、特許調査、スケジュール

技術調査

機能開発

UI開発

改善

5⽉ 6⽉ 9⽉8⽉7⽉ 10⽉

開発環境
Windows 11,
Visual Studio Code,
Android Studio

実⾏環境
Android,iOS

開発⾔語
Python, Firebase,
TypeScript, Kotlin

ライブラリ
マップ連携：
Maps JavaScript API

特許を調べたが、本システムに関する特許は⾒つからなかった。傘をシェア
して環境改善を試みるシステム⾃体は存在したが、レンタル料⾦が必要だっ
たり、導⼊コストの問題で実装できない場所があったりと難点があった。本
システム「パラシェア」は無償かつ、場所問わず⼿軽に導⼊できるようにす
ることで、傘の無駄な廃棄に終⽌符を打ち、誰もが好きな時、⼿軽に傘を分
け合って使える世界を実現できると考える。

将来の展望

特許調査

公共交通機関では、毎年⼤量の忘れ物傘が問題となっており、多くは2週間から1か⽉の保管期間を経て処分されています。こうした
傘は年間で万単位にのぼり、その管理や処分には多くのコストがかかるだけでなく、環境への負荷も無視できません。本システム
は、本来使われずに廃棄されるはずだった傘を共有資源として活⽤することで、これらの問題を解決できます。そして、企業からの
スポンサー⽀援を受ける仕組みも構想しており、企業ロゴ⼊りの傘を寄付してもらうことで、認知拡⼤と普及促進が可能だと考えて
います。私たちはこのシステムを通じて、傘の無駄な廃棄をゼロにし、持続可能かつ便利な社会の実現を⽬指していきます。

傘シェアリングシステム(特許第7385911号)‧‧‧本システムは管理装置による傘の物理的制御がないため異なる。
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